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本研究の目的は，STEAM教育プログラムの開発に向けて幼児期における数唱と計数能力の

経年推移を評価し、実態と課題を明らかにすることであった。対象は62名の幼児であり，数唱・

計数能力を調査した結果，数唱と計数能力のいずれにおいても男女間で有意差は認められず，

数唱能力が計数能力よりも有意に高い結果となった。また，数唱能力は年々向上している一方、

計数能力は1995年以降減少傾向にあることが明らかになった。これらの傾向には，生活の利便

化やデジタル機器の普及などの時代の変化が影響していることが考えられる。 
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1. 序論 

わが国の教育分野では，STEAM教育の推進が掲げ

られており（文部科学省，2021），創造性を発揮させ

る学習や教科等横断型の学習が求められている。

STEAM教育とは， Science（科学），Technology（技

術），Engineering（工学），Arts（芸術・リベラルア

ーツ），Mathematics（数学）の5領域を体感的に学ぶ

教育概念である。特に, 人格の基礎を培う幼児教育に

おいては, 遊びの中で数に関心をもつ必要があり

STEAM教育を手立てとした環境づくりが重要な位

置づけとなる。 
STEAMの5領域の中でも数学的な要素は全ての学

習の基礎となる（Yakman，2008）。幼児期は数の概

念の習得時期であり（上原，2017），数量への関心や

感覚は大いに重要であると考えられる。小学校学習

指導要領解説算数編における第1学年の目標には，幼

児期の教育において，「遊びや生活の中で，一人一人

の幼児がその幼児なりに必要感をもって，数量など

への関心をもち感覚が磨かれるような体験をしてい

ることなどを踏まえ，指導の工夫を行うことが大切

である」という記述がある（文部科学省，2017）。 
幼児期のSTEAM教育の仕組みを構築していくた

めには，幼児の数学的な能力の実態を踏まえたプロ

グラムを展開が必要となる。しかしながら，先行研究

では1900年代の幼児の数に関する能力の実態は示さ

れているものの（山内ら，1997），2000年代からの調

査が滞っており，現代の幼児の諸能力の実態が明ら

かとなっていない。そこで本研究では，数に関する能

力の中でも数唱・計数能力に着目し，数の概念の形成

時期である幼児期の数唱・計数能力の実態を先行研

究の報告と比較し、課題を明らかにすることを目的

とした。 

2.1. 対象者 

対象者は，N県２市の幼稚園・保育園に通う男児26
名（5.95±0.38歳），女児36名（6.09±0.32歳）の計

62名とした。本研究は，協力を依頼した施設の園長，

および学年主任にそれぞれ口頭にて研究の趣旨を説

明し，同意を得た。また，対象者とその保護者には測

定の実施に先立って，書面と口頭にて本研究の目的

および測定に関する説明を十分に行い，測定参加へ

の同意を得た。なお，本研究は新潟大学人を対象とす

る研究等倫理審査委員会の承認（承認番号2024-0026）
を得て実施した。 

 

2.2．測定方法 
数唱・計数能力を評価する方法として，山内ほか

（1997），丸山（1999）の方法を参考に実施した。数

唱能力の測定では，「1から順番に数を言ってくださ

い。」という共通の指示を出したうえで，対象者が間

違いなく唱えた最大数を記録した。また，計数能力の

測定では，座位姿勢で待機している被験者の前に，
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30cm×60cmの範囲に不規則に50個のおはじきを並

べ，「1個ずつ声を出して数えてください。」という共

通の指示を出したうえで，被験者が正しく数えるこ

とのできたおはじきの最大数を記録した。例えば，被

験者がすでに数えたおはじきと同じ物を指して数え

たり，「1，2，3，6…」のように数詞を飛ばして数え

たりしたときは，連続して正しく数えることのでき

た数値を最大値とした。 
場所は被験者の通園する園内の個室とし，被験者1

名の測定時間は5分とした。結果の記録は調査中の目

視，および地面から1ｍの被験者の手元が写る箇所に

設置したビデオカメラ（iPhone13，Apple社製）を用

いた動画の撮影映像を基に行った。 
 

2.3．統計処理  
 はじめに，Shapiro-Wilk 検定を用いて事前に数

唱・計数能力の正規性の確認を行った。このとき，男

児，女児に分類し，同様にして正規性を確認した。 
現代の幼児の数唱能力と計数能力の性差を明らか

にするために，マン・ホイットニーのU検定を用いて，

男児と女児の2群間の比較を行った。また，対象児の

人数に依存しない効果の大きさを検討するために，

効果量Cohen’d を算出した。 
次に，数唱と計数の能力の差に関する実態を明ら

かにするために，マン・ホイットニーのU検定を用い

て，数唱能力と計数能力の2群間の比較をそれぞれ行

った。このとき，性差を検討したときと同様にして対

象児の人数に依存しない効果の大きさを検討するた

めに，効果量Cohen’d を算出した。 
最後に，現代（2024年）と先行研究（1934年，1995

年）数唱・計数能力の差を評価するために，数唱・計

数範囲の通過率を算出し，数唱・計数能力の経年推移

を検討した。 
効果量の大きさの目安は，d<0.2：小，0.2≦d<0.8：

中，0.8≦d：大とした。統計処理には統計処理ソフト

js-STAR（ver10）を用い，有意水準は全て5％未満と

した。 

2. 結果 

2.1. 数唱・計数能力の性差 

はじめに，Shapiro-Wilk検定を用いて正規性の確

認を行った結果，計数能力と捕球の項目において正

規性が認められなかった。次に，表1に数唱・計数能

力の平均値と標準偏差を示した。それぞれの能力に

ついてマン・ホイットニーU検定を用いて性差を比

較したところ，有意差は認められなかった（図1，図

2）。次に，効果量を算出した結果，数唱能力では

d=0.09，計数能力ではd=0.19であり，両者において

小程度の効果量が示された。 
 
表 1：数唱・計数能力の結果（平均値±標準偏差） 

 数唱 計数 

全体 73.48±35.46 38.16±14.79 
男児 75.23±35.97 36.29±16.28 
女児 72.22±35.04 39.16±14.35 

 

図 1：数唱能力の男児と女児の 2 群間比較  

 

図 2：計数能力の男児と女児の 2 群間比較  

2.2. 数唱能力と計数能力との比較 

上述の通り，本研究では数唱・計数能力に性差が認

められなかったため，男児と女児を合わせて分析し

た。数唱能力と計数能力の2群間の比較を行った結果，
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数唱能力よりも計数能力の方が有意に低いことが示

された（p ＜ .01，図3）。次に，効果量を算出した結

果，d=1.30であり，大程度の効果量が示された。 
 

図3：数唱能力と計数能力の2群間比較 

2.3. 先行研究との比較 

数唱・計数範囲の通過率を算出した結果，以下のよ

うに示された（表2，表3）。数唱能力は先行研究の調

査と比較して数唱範囲が大きくなっている。しかし

ながら，計数能力は1934年から1995年にかけて計数

範囲が大きくなっているものの，1995年から現代に

おいて大幅に小さくなってることが明らかとなった

(図4)。 
 

表 2：数唱範囲の通過率（%） 

  年次 
  1934 1995 2024 

数唱

範囲 

1～5 91.5 98.8 98.4 
6～10 88.7 96.7 95.2 
11～15 76.8 88.9 93.5 
16～20 71.1 82.6 88.7 
21～30 66.2 88.7 74.2 
31～40 50.7 82.2 69.4 
41～50 43.0 71.1 66.1 
50～60 34.5 65.6 64.5 
61～70 32.4 62.2 62.9 
71～80 27.5 55.1 62.9 
81～90 25.4 52.5 61.3 
91～100 4.2 50.2 59.7 

 
 

表 3：計数範囲の通過率（%） 

  年次 
  1934 1995 2024 

計数

範囲 

1～5 90.1 99.8 98.0 
6～10 89.4 99.5 98.0 
11～15 83.8 98.2 91.8 
16～20 79.6 95.3 91.8 
21～30 73.9 89.1 81.6 
31～40 60.6 79.5 67.3 
41～50 51.4 67.3 61.2 
50 44.4 62.9 38.8 

 

図 4：数唱・計数能力の 1995 年からの経年変化  

3. 考察 

3.1. 数唱・計数能力の実態 
本研究では，はじめに現代の幼児の数唱・計数能力

の実態を検討した。まず，マン・ホイットニーU検定

を用いて性差を比較したところ，有意差は認められ

なかった。また，効果量を算出した結果，小程度の効

果量が示された。一般的に，幼児期の体力・運動能力

などの各種能力において，骨格や神経研の発達の違

いによる男女での違いが存在することが示されてい

る。一方，数唱・計数能力は日常生活などの過ごし方

などが関与するものであることが予測され，先天的

な性差による影響が小さい可能性がある。 
次に，数唱能力と計数能力の比較を行った結果，数

唱よりも計数の方が有意に低い結果となった。すで

に，先行研究によって，数唱が可能であったとしても，

計数ができないという課題が示されており（Gelman 
and Gallistel, 1978），現代の子どもにおいても先行

研究を支持する結果となった。しかしながら，調査方
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法において，数唱の最大値は100，計数の最大値は50
と定まっていることから，最大数が異なるため有意

差が認められやすいことが考えられるため，計数能

力調査の最大数を数唱能力と同数にするなど工夫を

する必要がある。 

3.2. 数唱・計数能力の経年推移 
数唱能力の経年変化を評価したところ，年々数唱

範囲の通過率が上昇していることが明らかとなった。

これらの傾向が認められた要因の一つとして，子ど

もたちが日常的に数字に出会う場面が増大している

ことが挙げられる。近年，国際的に幼児教育・保育の

取り組みが極めて注目されている．世界において，幼

児教育・保育は重要度を増しており，幼児期にふさわ

しい学びのあり方を検討していくことが喫緊の課題

である（鈴木，2014）．国際社会の合意事項としての

「持続可能な開発目標（Sustainable Development 
Goals, SDGs）」や「教育2030行動枠組(FFA)」では，

全ての人が初等教育を受ける準備が整うように，乳

幼児向けの質の高い発達支援やケア，就学前教育を

受けられるようにすると示されている．このような

社会情勢のもと，幼児教育の重要性が認識されるよ

うになり，保育施設や幼稚園での教育プログラムが

充実してきたことも，数唱能力の向上に寄与してい

ると考えられる。特に，数に触れる機会が豊富なカリ

キュラムの導入や，教育者の質の向上が幼児の数唱

能力の向上に影響している可能性高い。 
次に，計数能力の経年変化を評価したところ，1934

年から1995年にかけては計数範囲が大きくなってい

るが，1995年から現代において小さくなってること

が明らかとなった。20世紀後半は，インフォメーシ

ョン・コミュニケーション機器（IC機器）が普及す

るデジタル時代とも呼ばれ，この時代で育つ幼児の

遊びの内容も多様化している。例えばベネッセ教育

総合研究所の調査（2022）によると，半数以上の幼

児がユーチューブを見る遊びを行っており，上位か

ら3番目に位置づいている。メディア教材の効果につ

いては，言葉や絵だけでは伝わりにくい部分をより

分かりやすく伝えられたり，幼児の興味・関心を引き

出すことができたりするという点が挙げられている

（野崎ら，2022）。しかしながら，計数能力調査のよ

うに，実際に具体物に触れたり動かしたりする経験

が欠乏してしまう可能性も大きい。このように，幼児

の経験の内容は時代の流れと共に変化し，計数能力

が低下していることに関与していることが考えられ

る。 
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